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劇的な繁殖成績の低下糧て
乾弘後期の管理重視ヘ

妊娠期の低栄養が産子のその後の健康を左右

． 

千帆川島帯広畜産大学畜産フィールド科学センター准教授 ． ． 
図 1975年以降の北海道の305日乳量、繁殖成績、

産次の推移と専門書における乾乳の解説
［（一社）家音改良事業団］
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乳牛の乳量は育種改良により増加を続けており、それに伴いさまざ

まな発育ステージの飼養管理が見直されている。本稿では乾乳期の変

遷について、昨年1年間担当させていただいた連載「乾乳牛の管理を見

直すjの内容を抜粋しながら、過去から現在に至るまでの乾乳期管理の

変遷、そして将来の乾乳期管理の方向性について紹介したい。（筆者）
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ことを乾乳といい、 普通、分娩 ・泌乳開始

後ほぼ10カ月で行う。通常この時期には妊

娠後期のものが多しりと記載されている。こ

の時期にはまだ乾乳前期や乾乳後期の区分

については述べられておらず、育種改良に

よる乳量増加に見合った飼養管理ができて

いない可能性がある。その証拠に、この時

～中略～搾乳は乳量の落ち

てきた305日(10カ月）で打

ち切る（断乳または乾乳）。

次の泌乳までの乳を出し

ていない時期を乾乳期とい

う。この問、母牛は全身に

養分を貯め、乳房の組織修

復と共に次の乳期の準備を

する J（「畜産学」、文永堂出

版、 1993年）のように記載

されている。「乾乳Jではな

く「断乳Jが先に来ているこ

とに驚かされる。305日乳

量の伸びはこの時期に最も

大きく、それに伴い空胎日

数は伸び（一方、分娩間隔に

変動はない）、搾乳牛の平均

産次数は一気に低下してい

る。産次数低下が繁殖成績

の低下よりも急激であるた

め、おそらく「高泌乳」とい

う能力を持った若い牛への

世代交代があったのではな

し、かと 考えら れる。また、

当然ながら経産牛は受胎 ・

分娩を繰り返すために「経

産Jと呼ばれており、初産牛

の方が経産牛より繁殖障害

で淘汰される割合が多い。

従って、空胎日数延長は初

産が引っ張っているのではないかと思われる。

【搾乳開始～乾乳は10カ月間】

その後、約15年前の2001年発行の畜産

用語辞典では「乾乳 ：乳生産を続けていた乳

牛の搾乳を止めてしまうこと J「乾乳牛 ：乳

生産を継続していた乳牛が搾乳を止めて乳

生産を しなくなった経産牛。搾乳を止める
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．畜産学の進歩に応じた飼養管理の変化

乾乳期は人でいう産前休暇であり、「搾乳J

を仕事とする乳牛にとって病気やケガ以外

で仕事を休むことができる唯一の休暇期間

である。しかし、 当然ながら乳牛は家畜で

あり、休暇期間も飼い主の考え方に依存し

た生活を送る ことになる。そのため、この

休暇期間をどのような目的で過ごすのかは

飼養管理者の考え方次第であり、それは畜

産学の進歩に強く関係している。

【牛曾移動で容易に乾乳】

図に 1975年以降の北海道における 305日

乳量、分娩間隔、空胎日数、受胎までの授

精回数、搾乳牛の平均産次数の推移（古いデ

ータは一部欠損）、そして、それぞれの年代

で「乾乳Jが専門書にどのように位置付けら

れ、解説されてきたのかをまとめた。60～

70年あたりは「分娩間隔が約16カ月の地域

もあったJ「乾乳させる時は泌乳中の牛舎や

牛房から全く違った場所へ移動させると比

較的容易Jなどの記述がある。ここから推測

すると、乳量の低さから乾乳処理には困ら

ず、 一方で、飼養管理に関する情報がまだ

不足していたため乳量が少ない割に分娩間

隔が長かったようである。しかし図を見る

と80年代に向けて分娩間隔はわずかではあ

るが短縮しており、乳牛に適切な飼養管理

が進められてきたことがうかがえる。

【搾乳は305日で打ち切る（断乳）】

次に80年代半ば～90年代半ばの約30年

前の乾乳については、「泌乳は、普通、離乳（U甫

乳の終了、 weaning）または断乳（搾乳を止

める、 dryo妊）によって終わるが、乳用家畜

では、本来の（子を育てる）晴乳期間を超え

て長く泌乳が続く ように改良されている。
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期の305日乳量増加とともに分娩間隔や空

胎日数の延長、受胎までの授精回数の増加

が最も著しく起きていることが図から読み

取れる。2000年代は、ちょうど筆者が研究

員として周産期の牛に対する栄養と繁殖の

研究をし始めた頃である。日本だけでなく

海外の酪農先進国でも高泌乳牛の繁殖成績

低下の問題が大きく取り上げられ、 15～25

年前に劇的に起きた著しい繁殖成績低下に

対する研究や対策が重要視されていたこと

を記憶している。

【乾乳期短縮やクロースアップが設けられる】

その結果として、 2011年発行の酪農用語

解説第2版では「泌乳期の搾乳が終わって、

次の泌乳期での搾乳を開始するまでの期間。

～中略～通常は60日位の乾乳期間を設ける

ことが望ましい。近年、高泌乳牛の出現で、

乾乳期間は短くなる傾向がある。30日乾乳

では次産次乳量が5%程度減少する。しか

し、飼料変更数や牛群数を少なくでき、乾

物摂取量が増加しエネルギーバランスが改

善される、受胎率が向上されるなどが期待

されているJや「乾乳牛：分娩予定日約2カ

月前あるいは泌乳量の低下により搾乳を中

止した経産牛のこと。通常は妊娠末期で次

の分娩準備期にあるが、不受胎や産乳量低

下で乾乳となる牛もいる。～中略～特に分

娩予定前3週間をクロースアップ期といい、

乾乳牛管理の要諦である」との記述がある。

このようにこの時期には「乾乳期短縮」や「ク

ロースアップJを設けて分娩後の疾病予防や

繁殖機能回復につなげようという取り組み

が明確になっており、近年は分娩間隔－空

胎日数の延長や受胎までの授精回数増加が

止まってきていることがうかがえる。

．負のエネルギーバランスの軽減ヘ

では今後、乾乳期はどのような位置付け

になるのだろうか。方向性は大きく 2つ。1

つはこれまでと同様に母牛の分娩後の疾病

発症予防や生産性の維持－向上、もう 1つ

は乾乳期の母牛のおなかにいる胎子、すな

わち後継牛の栄養補給と健康保持であろう。

【タンパク質飼料の重要性を再確認すべき】

分娩後の母牛の疾病予防や生産性の維持・

向上には、読者の多くが耳にしている「負の

エネルギーバランス（飼料からの摂取エネル

ギーが乳生産に必要なエネルギーを下回る

状態）Jの軽減が重要であることは変わらな

い。今までの多くの研究や酪農現場での対

策はエネルギーを非繊維性炭水化物（グルコ

ースなど）の糖質飼料やカロリーの高い脂質

飼料に求めているものが多い。しかしエネ

ルギーが不足しているときは、飼料や体組

織（筋肉）のタンパク質をグルコース合成に

利用している。10～15年ほど前にもタンパ

ク質飼料（正しく 言うとアミノ酸）が重要視

されていたが、現在の乳牛に対する重要性

を再確認すべきだろうと考える。

【母牛の栄養環境は胎予の栄養環境でもある】

そしてもう 1つ、乾乳期の母牛の栄養環

境は胎子の栄養環境であることも重要視す

べきだろう。近年、医学分野ではDOHad

(Development Origins of Health and 

Disease ：成長過程の栄養状態や環境因子の

作用に起因する疾患の発生）という考えに基

づく研究が行われている。つまり、大人に

なった時の健康状態や特定の病気のかかり

やすさは、遺伝的な要因や生活習慣だけで

なく、胎児期や乳児期に受けた栄養環境に

強く 影響されているというものである。こ

れは戦時中の食糧封鎖により妊婦の低栄養

状態が続き、その時に生まれた子が成人し

て発症した成人病にそのことが強く関わっ

ていたという、疫学調査により明らかにな

った考え方である。また疫学調査でなく、

ラットを用いた実験でも妊娠期の低栄養が

産子の低栄養や血管機能低下に関与するこ

とが明らかになっている。

乳牛は決して低栄養管理を目標にされて

いるわけではないが、他の動物と比べられ

ないくらい高泌乳化し、泌乳期間も長い。

その聞に妊娠していることから考えると、

自然と妊娠期に低栄養になってしまう動物

なのではないか。産子が雌の場合は後継午

となるため、病気のかかりやすさは胎子環

境に起因している可能性がある。健康な後

継牛を確保するために妊娠期、つまり泌乳

期最盛期から乾乳期にかけての母牛の飼養

管理をそのような視点で見直す必要が出て

くるだろう。そして、 筆者は乾乳期のアミ

ノ酸の重要性や妊娠期の母牛（＝胎子）の栄

養状態に関する研究を現在進めている。
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